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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 7,387 5.4 292 2.0 327 4.2 240 42.8
22年3月期第2四半期 7,005 12.2 286 1.3 314 3.4 168 9.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 59.62 ―
22年3月期第2四半期 40.59 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 7,695 4,336 56.4 1,089.72
22年3月期 7,535 4,216 56.0 1,017.09

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  4,336百万円 22年3月期  4,216百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 10.00 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,632 1.7 498 12.1 518 7.2 271 6.8 65.52



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金
融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成22年11月２日に公表いたしました業績予想の修正に関するお知らせから修正は行っておりません。 
２．本資料に掲載されている業績予想等は、現時点で入手可能な情報により判断した予想であり、将来の業績に影響を与える様々な要因によって大きく異
なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 4,216,000株 22年3月期  4,216,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  236,452株 22年3月期  70,353株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 4,031,285株 22年3月期2Q 4,145,647株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、アジア新興国の需要の拡大や政府の経済対策効果などを背

景に企業収益、設備投資や個人消費などが着実に持ち直してきたものの、急激な円高の進行の影響や厳しい雇用情

勢の長期化など、先行き不透明感が増す状況で推移いたしました。 

 また、当社グループが拠点を構える北海道の経済におきましては、雇用情勢や個人消費など一部厳しさが残るも

のの穏やかながら持ち直しの動きが出てまいりました。 

 医療業界におきましては、診療報酬改定により、当社グループの主要な事業である調剤薬局事業に関わる薬価

は、△5.7％の改定となりました。また、医師不足による医療機関の規模縮小や無床化が進み、依然として厳しい

経営環境におかれました。 

このような状況の中、当社グループは、新規取引先の獲得や収益性を重視した営業活動を展開し、また効率重視

の生産体制の構築及び諸経費の抜本的な見直しなどに取り組んでまいりました。この結果、当第２四半期連結累計

期間の業績につきましては、売上高7,387百万円（前年同期比5.4％増）、営業利益292百万円（同2.0％増）、経常

利益327百万円（同4.2％増）、四半期純利益240百万円（同42.8％増）と増収増益になりました。 

セグメントの状況は次のとおりであります。 

なお、当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しておりますが、セグメント区分の変更がないため、前年同期における事業の種類別セ

グメント情報との比較数値を掲載しております。  

① 臨床検査事業 

臨床検査事業におきましては、診療報酬の改定がありましたが、前期から強力に進めている新規顧客の獲得や

原価コストの圧縮などに一定の効果が出てまいりました。この結果、売上高2,461百万円（前年同期比9.1％

増）、営業利益121百万円（同33.8％増）の増収増益になりました。 

② 調剤薬局事業 

調剤薬局事業におきましては、薬価改定による売上の減少があり、売上高は4,395百万円（同0.2％増）と前年

同期比微増となりました。また、利益面では、前期導入した調剤システムのセンターサーバ化などの設備投資に

よる減価償却費の増加などにより、営業利益367百万円（同10.6％減）と減益となりました。 

③ 医療機器販売・保守事業 

医療機器販売・保守事業におきましては、医療機器の販売が好調であったことにより、売上高502百万円（同

48.5％増）、営業利益8百万円（前年同期は営業損失9百万円）になりました。 

④ その他の事業 

臨床検査システムのソフトウェア販売及び保守、並びにアクテック株式会社の不動産管理及び賃貸による収入

におきましては、売上高27百万円（同12.1％増）、営業利益12百万円（同30.3％増）になりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産、負債及び純資産の状況）  

① 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、7,695百万円（前連結会計年度末7,535百万円）となり、前連結会計

年度末に比べ159百万円増加いたしました。 

流動資産は、4,736百万円（同4,606百万円）となり、前連結会計年度末に比べ129百万円増加いたしました。

これは、売上高の増加などに伴う受取手形及び売掛金（前連結会計年度末比74百万円増）の増加及び商品（同47

百万円増）の増加などによるものです。 

固定資産は、2,958百万円（前連結会計年度末2,929百万円）となり、前連結会計年度末に比べ29百万円増加い

たしました。これは、工具、器具及び備品（前連結会計年度末比43百万円増）が増加したことによるものです。

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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② 当第２四半期連結会計期間末の負債は、3,358百万円（前連結会計年度末3,319百万円）となり、前連結会計年

度末に比べ38百万円増加いたしました。 

流動負債は、2,914百万円（同2,879百万円）となり、前連結会計年度末に比べ35百万円増加いたしました。こ

れは、賞与引当金（前連結会計年度末比72百万円増）及び未払法人税等（同47百万円増）の増加がありました

が、一方では、短期借入金（同41百万円減）及び未払金（同26百万円減）の減少があったことによるものです。

固定負債は、443百万円（前連結会計年度440百万円）となり、前連結会計年度末に比べ3百万円増加いたしま

した。これは、退職給付引当金（前連結会計年度末比8百万円増）及び役員退職慰労引当金（同5百万円増）の増

加がありましたが、一方では、長期借入金（同11百万円減）の返済が進んだことによるものです。 

③ 当第２四半期連結会計期間末の純資産は、4,336百万円（前連結会計年度末4,216百万円）となり、前連結会計

年度末に比べ120百万円増加いたしました。これは、四半期純利益240百万円がありましたが、一方では、剰余金

の配当41百万円及び自己株式の取得71百万円によるものです。 

自己資本比率につきましては、前述した純資産の増加により、前連結会計年度末比0.4ポイント増加し56.4％

になりました。 

また、１株当たり純資産につきましては、純資産の増加と自己株式の取得により、連結会計年度末比72円63銭

増加し1,089円72銭になりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、1,427百万円

（前年同期比3.3％増）になりました。 

各連結キャッシュ・フローの状況と増減要因は次のとおりであります。 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によって得られた資金は、前年同期に比べ68百万円減少し、367百万円（同15.8％減）になりまし

た。主な増加要因は、税金等調整前四半期純利益418百万円（同110百万円増）及び減価償却費172百万円（同29

百万円増）であり、主な減少要因は、法人税等の支払額127百万円（同29百万円増）、売上債権の増加額76百万

円（同32百万円増）及び仕入債務の減少額11百万円（前年同期は97百万円の増加）であります。 

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動で使用した資金は、前年同期に比べ54百万円増加し、216百万円（同33.2％増）になりました。主な

要因は、有形固定資産の取得による支出211百万円（同28百万円増)によるものです。 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動で使用した資金は、前年同期に比べ84百万円増加し、187百万円（同81.3％増）になりました。主な

要因は、自己株式の取得による支出71百万円、長短借入金の減少70百万円（同15百万円増）及び配当金の支払額

同41百万円（同4百万円減）によるものです。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年3月期第２四半期累計期間の業績につきましては、平成22年3月期決算短信公表時（平成22年5月14日

付）の予想を修正をしております。詳細は11月２日公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照く

ださい。 

なお、通期の見通しにつきましては、円高の進行・長期化などにより景気の下振れリスクも想定されていること

から、連結・個別ともに前回発表予想を据え置いております。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

・繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ一時差異等の発生状況に

著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法により算定しております。 

②四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理 

・税金費用の計算  

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更  

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

なお、これによる影響額はありません。 

②表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,738,169 1,756,819

受取手形及び売掛金 2,362,962 2,288,900

商品及び製品 487,846 440,667

仕掛品 13,139 12,042

原材料及び貯蔵品 22,028 19,902

繰延税金資産 84,102 84,102

その他 72,790 88,675

貸倒引当金 △44,563 △84,430

流動資産合計 4,736,476 4,606,679

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,730,067 1,699,324

減価償却累計額 △1,057,463 △1,030,644

建物及び構築物（純額） 672,603 668,679

機械装置及び運搬具 83,432 84,201

減価償却累計額 △73,863 △78,104

機械装置及び運搬具（純額） 9,568 6,097

工具、器具及び備品 1,834,509 1,699,332

減価償却累計額 △1,393,399 △1,301,637

工具、器具及び備品（純額） 441,110 397,694

土地 872,732 872,732

リース資産 35,993 28,576

減価償却累計額 △10,895 △7,292

リース資産（純額） 25,098 21,284

有形固定資産合計 2,021,112 1,966,488

無形固定資産   

その他 155,680 168,041

無形固定資産合計 155,680 168,041

投資その他の資産   

投資有価証券 121,821 134,187

長期貸付金 35,723 70,136

長期前払費用 22,076 24,382

差入保証金 332,445 341,735

繰延税金資産 207,202 202,179

その他 267,615 235,929

貸倒引当金 △205,151 △213,799

投資その他の資産合計 781,731 794,751

固定資産合計 2,958,524 2,929,280

資産合計 7,695,000 7,535,960
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,882,701 1,893,955

短期借入金 455,129 496,155

リース債務 9,485 8,218

未払法人税等 192,564 144,590

未払金 64,253 90,381

賞与引当金 147,758 75,238

その他 162,608 170,913

流動負債合計 2,914,500 2,879,452

固定負債   

長期借入金 85,173 97,079

リース債務 22,829 20,698

役員退職慰労引当金 50,547 45,232

退職給付引当金 279,068 270,914

繰延税金負債 244 377

その他 6,031 5,699

固定負債合計 443,894 440,001

負債合計 3,358,394 3,319,454

純資産の部   

株主資本   

資本金 983,350 983,350

資本剰余金 1,015,270 1,015,270

利益剰余金 2,438,645 2,239,743

自己株式 △98,502 △27,246

株主資本合計 4,338,762 4,211,116

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △2,156 5,389

評価・換算差額等合計 △2,156 5,389

純資産合計 4,336,606 4,216,506

負債純資産合計 7,695,000 7,535,960
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 7,005,728 7,387,153

売上原価 4,897,438 5,230,695

売上総利益 2,108,290 2,156,457

販売費及び一般管理費 1,821,512 1,863,807

営業利益 286,778 292,650

営業外収益   

受取利息 1,676 1,594

受取配当金 1,059 1,324

受取賃貸料 21,229 21,354

助成金収入 － 14,500

その他 18,912 13,077

営業外収益合計 42,878 51,850

営業外費用   

支払利息 3,799 4,242

賃貸収入原価 10,242 12,592

その他 1,184 54

営業外費用合計 15,226 16,889

経常利益 314,429 327,610

特別利益   

貸倒引当金戻入額 10,095 42,132

前期損益修正益 － 44,532

固定資産売却益 － 104

固定資産受贈益 － 7,358

特別利益合計 10,095 94,127

特別損失   

固定資産売却損 11 268

固定資産除却損 2,541 1,234

投資有価証券評価損 13,248 －

会員権評価損 － 1,400

特別損失合計 15,801 2,902

税金等調整前四半期純利益 308,724 418,834

法人税等 140,438 178,476

少数株主損益調整前四半期純利益 － 240,358

四半期純利益 168,286 240,358
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（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 3,517,367 3,659,290

売上原価 2,483,559 2,547,622

売上総利益 1,033,808 1,111,667

販売費及び一般管理費 898,590 930,558

営業利益 135,217 181,108

営業外収益   

受取利息 821 866

受取賃貸料 8,617 8,363

助成金収入 － 14,500

その他 6,381 5,642

営業外収益合計 15,820 29,372

営業外費用   

支払利息 2,523 2,034

賃貸収入原価 5,121 5,553

その他 167 3

営業外費用合計 7,812 7,591

経常利益 143,226 202,889

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 1,680

前期損益修正益 － 44,532

固定資産受贈益 － 7,358

特別利益合計 － 53,571

特別損失   

固定資産売却損 － 46

固定資産除却損 2,327 384

投資有価証券評価損 13,248 －

特別損失合計 15,575 430

税金等調整前四半期純利益 127,650 256,030

法人税等 59,802 106,735

少数株主損益調整前四半期純利益 － 149,294

四半期純利益 67,848 149,294
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 308,724 418,834

減価償却費 142,746 172,094

負ののれん償却額 △3,834 －

ゴルフ会員権売却損益（△は益） 188 －

投資有価証券評価損益（△は益） 13,248 －

投資その他の資産評価損 － 1,400

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,447 5,315

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,151 8,153

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,500 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 92,226 72,520

貸倒引当金の増減額（△は減少） △25,161 △42,171

受取利息及び受取配当金 △2,735 △2,918

支払利息 3,799 4,242

有形固定資産売却損益（△は益） 11 164

有形固定資産除却損 2,541 1,234

固定資産受贈益 － △7,358

預り保証金の増減額（△は減少） △600 332

売上債権の増減額（△は増加） △44,320 △76,453

たな卸資産の増減額（△は増加） △40,413 △50,401

仕入債務の増減額（△は減少） 97,617 △11,178

未収消費税等の増減額（△は増加） － 17,492

未払消費税等の増減額（△は減少） △3,063 －

その他の資産・負債の増減額 △6,666 △14,688

小計 537,406 496,615

利息及び配当金の受取額 1,599 1,930

利息の支払額 △4,972 △4,223

法人税等の支払額 △97,758 △127,030

営業活動によるキャッシュ・フロー 436,275 367,291

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △11,200 －

定期預金の払戻による収入 15,011 －

有形固定資産の取得による支出 △182,776 △211,283

有形固定資産の売却による収入 35 494

無形固定資産の取得による支出 △62,541 △9,580

投資有価証券の取得による支出 △296 △296

長期貸付金の回収による収入 3,852 2,799

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

69,082 －

その他 6,187 1,192

投資活動によるキャッシュ・フロー △162,643 △216,674

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） 65,000 △30,000

長期借入れによる収入 － 20,000

長期借入金の返済による支出 △120,486 △60,958

リース債務の返済による支出 △2,313 △3,644

自己株式の取得による支出 － △71,256

配当金の支払額 △45,511 △41,453

財務活動によるキャッシュ・フロー △103,310 △187,311

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 170,320 △36,694

現金及び現金同等物の期首残高 1,211,464 1,463,718

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,381,785 1,427,024
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該当事項はありません。 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日）  

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

事業区分の方法は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各区分に属する主な内容は、次のとおりであります。 

(1）臨床検査事業・・・・・・・・診療に必要な臨床検査の受託業務 

(2）調剤薬局事業・・・・・・・・調剤薬局の経営 

(3）医療機器販売・保守事業・・・医療機器の販売、修理及び保守  

(4）その他の事業・・・・・・・・臨床検査システム等のソフトウェアの販売及び不動産管理及び賃貸 

３．追加情報 

（前第２四半期連結累計期間）  

第１四半期連結会計期間より医療機器販売・保守事業等を営むアクテック株式会社を新たに連結の範囲に含

めたことに伴い、新たに医療機器販売・保守事業をセグメント区分に追加しました。また、アクテック株式会

社の不動産管理及び賃貸による収入をその他の事業に加えたことにより、その他の事業の売上高が10,137千

円、営業利益が7,398千円それぞれ増加しております。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
臨床検査
事業 
（千円） 

調剤薬局
事業 
（千円） 

医療機器
販売・保
守事業  
（千円）

その他の
事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高及び営業利益                                          

(1）外部顧客に対する売上高  1,100,141  2,223,257  179,730  14,238  3,517,367  －  3,517,367

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  117,425  3,193  120,618 (120,618)  －

計  1,100,141  2,223,257  297,155  17,432  3,637,986 (120,618)  3,517,367

営業利益又は営業損失

（△） 
 7,854  227,549  △714  6,344  241,033 (105,815)  135,217

  
臨床検査
事業 
（千円） 

調剤薬局
事業 
（千円） 

医療機器
販売・保
守事業  
（千円）

その他の
事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高及び営業利益                                          

(1）外部顧客に対する売上高  2,257,330  4,385,321  338,212  24,864  7,005,728  －  7,005,728

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  222,877  6,382  229,259 (229,259)  －

計  2,257,330  4,385,321  561,089  31,246  7,234,988 (229,259)  7,005,728

営業利益又は営業損失

（△） 
 90,539  410,507  △9,273  9,282  501,055 (214,277)  286,778
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〔海外売上高〕 

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

海外売上高がないため該当事項はありません。 

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要  

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社グループは、主として病院等の診療に必要な臨床検査の受託業務を行う「臨床検査事業」と、調剤薬局店

舗を経営する「調剤薬局事業」及び高度医療機器から一般医療機器、理化学機器等の販売並びに保守を行う「医

療機器販売・保守事業」の３事業を報告セグメントとしております。 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第2四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

当第2四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日） 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守、並びにアクテック株式会社が所有する不動産の賃貸収入を含んでおります。 

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

その他 
（注） 

合計 
臨床検査
事業 

調剤薬局
事業 

医療機器
販売・保
守事業 

計 

売上高             

外部顧客への売上高  2,461,966  4,395,058  502,249  7,359,274  27,878  7,387,153

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  310,526  310,526  6,409  316,935

計  2,461,966  4,395,058  812,775  7,669,800  34,288  7,704,089

セグメント利益  121,182  367,172  8,887  497,242  12,096  509,338

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

その他 
（注） 

合計 
臨床検査
事業 

調剤薬局
事業 

医療機器
販売・保
守事業 

計 

売上高             

外部顧客への売上高  1,231,791  2,212,945  200,065  3,644,802  14,487  3,659,290

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  124,722  124,722  3,206  127,928

計  1,231,791  2,212,945  324,788  3,769,525  17,693  3,787,219

セグメント利益  45,342  231,010  694  277,048  7,040  284,088
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項） 

当第2四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

  

当第2四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

該当事項はありません。  

  

  （単位：千円）  

利益 金額   

報告セグメント計  497,242

「その他」の区分の利益  12,096

セグメント間取引消去  △5,781

全社費用（注）  △210,906

四半期連結損益計算書の営業利益  292,650

（単位：千円）

利益 金額   

報告セグメント計  277,048

「その他」の区分の利益  7,040

セグメント間取引消去  △528

全社費用（注）  △102,451

四半期連結損益計算書の営業利益  181,108

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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